
持続可能性を追求した 
エコ・コンパクトスタジアム 
市立吹田サッカースタジアム 

寄付金でつくる日本初のスタジアム 
J リーグ・ガンバ大阪の本拠地となる国際基準のサッカー専用競技場。募金団体が中心となって、寄付金と補助金のみで建物を建設し、完

成後は吹田市に寄贈された。「サッカーを最高に楽しむこと」をテーマにした4万人収容のスタジアムは、ピッチまで最短7m という距離感で、

欧州水準の観戦環境を実現している。 

⑦ 国内スタジアム最大となる504KWの太陽光発電パネル 
大面積の屋根を利用して、高出力240Wの太陽電池モジュールパネル2,100枚を設置した。 

合計出力は504KWで、年間の発電量は約480MWhを想定している。 

発電量や日射量をスタジアム内のモニターで表示することで、訪れた観客に向けて、 

環境取組みへの意識を高める試みを行っている。 

⑩ 労働者数を1/6にした躯体PC工法 
鉄筋コンクリート造の観客席は、その約8割がPC（プレキャストコンクリート）で構成されている。基礎や梁、段床などの構造体は、工場製作す

ることで、在来工法と比較して型枠量を大幅に削減することができ、労働者数においては約6分の1までの省人化が可能となった。 

③ スタジアム初の屋根免震と３Dトラスで鉄骨量40％削減 
観客席全面を覆う屋根には、「屋根免震構造」を採用した。地震時の建物安全性を向上させるとともに、屋根に吊られる照明器具や音響設

備などの落下リスクを低減する。更に、たて・よこ・ななめの特徴的な架構を開発し、従来比で約40%も鉄骨量を削減することに成功した。 

④ 芝生育のための低い屋根と全方位の通風スリット 
天然芝の健全な生育のため、屋根を低く設置することや、南側にガラスを採用することで日照を確保している。また、芝の光合成促進や温

湿度調整のために観客席下の全方位に通風スリットを設け、フィールドに風が流れる環境をつくり出した。 

⑧ 消費電力34%を削減するサッカースタジアム国内初のオールLED照明 
フィールドの照明にLED投光器を採用し、競技に必要となる 

1,500ルクスの照度と高い均斉度を確保しながら、消費電力 

の大幅な削減を図った。従来のHID投光器ではできなかった 

瞬時点灯が可能となり、試合時の演出にも一役買っている。 
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⑥ 高耐久、メンテナンスレスの仕上材 
仕上材を極力減らすことや、長寿命材料の採用を徹底した。押出成形セメント板や 

躯体のコンクリート、金属部の溶融亜鉛めっきなど素材をそのまま見せるミニマムな 

デザインとしている。 

① 大規模建築のコンパクト化 
将来的な維持管理の負担を減らすことは、大規模施設の計画において最重要課題の一つ。 

ここでは、観客席を積層させる断面構成によって、平面サイズが最も小さくなる形を目指した。 

コンパクト化により、スタジアムの持続可能性と劇場のような臨場感を同時に高めている。 

⑤ 芝散水とWC洗浄水の50%に雨水を利用 
屋根に降った雨は、一時的に地下の専用ピットに貯留される。この水は 

ろ過処理後、フィールドの芝への散水や、観客が利用するトイレの洗浄水 

に利用され、年間使用量の約半分を賄うことが可能となっている。 

② 開発面積の最小化とスマートコミュニティの実現 
スタジアム建設では、周辺交通への大きな影響から、新しい交通インフラが求められることが 

一般的である。この計画では、公園が所有する既存施設をうまくマネジメントすることで、新たな 

駐車場や道路を一切つくらない計画とし、開発による環境影響を最小限に抑えた。また、隣接 

する大型商業施設と一括受電の仕組みを設け、地域全体の省CO２にも配慮している。 

国内最大のVIPエリアで新たな 
スタジアムビジネスを展開 

コンパクト化と臨場感を同時に実現する3層の観客席 

オールLEDの照明で高い均斉度のフィールドを演出 

省材料を目指したスリムな構造体と融合するユニークな外観 

積層ゴム 

積層ゴム 
直動転がり支承 

直動転がり支承 

⑨ 最小限の器具で最大の効果を生む照明計画 
コンコースには、トラフ型の器具（ＨＦ32Ｗ×１灯用）を露出で設置。フィールド照明からのモレ光も考慮して最小限の器具台数とした。 

01審美感 
02調和性 

03独創性 

04象徴性 

05完成度 

06機能性 

07効率性 

08利便性 

09安全性 

10先導性 
11環境負荷 

12資源消費 

13地域環境性 

14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性 

15先進性 

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ 

17ｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ 

18維持管理 

19耐久性 

20ＬＣＣ 

Ａ.感性軸（造形） 

Form 

Ｂ.機能軸（技術） 

Technology 

Ｃ.社会軸（環境） 

Environment 

Ｄ.経済軸（LCC） 

Life Cycle Cost 

通風スリット ガラス屋根 
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火災時には8分間で全観客が避難できる防災計画と大型映像装置を利用した避難誘導システム
日本初、サッカー専用スタジアム全面LED投光器の採用
屋根面に国内スタジアム最大となる太陽光パネル504KWを設置

仕上材の最小化と高耐久材料の使用により、建築面の更新費用を縮小
必要諸室を外部化することで設備を減らし、更新費用を縮小

サッカースタジアムとしては初のCASBEE Sランク
周辺広場には、保水透水インターロッキングを採用、ヒートアイランドに配慮
太陽熱集熱器をガスの補助給湯として設置
３Dトラス屋根構造と免震化による鉄骨量の削減、躯体80％のPC化により型枠量を大幅に削減
環境インパクトの低いコンパクトな形態、歓声騒音を外に出さない遮音構造
公園の既存交通施設を有効に活用した「省開発」を徹底したプロジェクト
車いすサポーターの観戦に最大限配慮した観客席断面と300の専用ブース
サッカー以外にも様々な市民利用が可能なフレキシブルなスタジアム
寄付と助成金で建設し、行政に建物を寄贈するスキームにより新しい公共建築の作り方を示した
隣接する大型商業施設エネルギーセンターと連携して、エネルギーをネットワーク化し最適制御
必要上はつくらないことを徹底し、イニシャルだけでなく、ランニングコストの低減を図る計画を実施
寄付金以外に、国交省省CO先導事業、環境省助成金などを有効に活用
フィールドの散水設備及びトイレの洗浄水として、雨水を利用することで水道使用量を削減した
通路や設備室等、徹底的に外部化したことで空調費を削減
建物のコンパクト化＝面積を小さくすることで維持管理費を削減
メンテナンスフリーの材料により、維持管理費を大幅に削減ビジネス面ではVIPラウンジの設置により計画
観客席の構造体には高強度コンクリートを利用し、多くの部材をPC化することで長寿命化を図った
少ない仕上げ材も溶融亜鉛メッキや、コンクリートパネルなどメンテナンスの要らない高耐久性を追求

BCP用に非常用発電機を設置し、災害時一時避難場所として滞在可能

生産合理性に直結する、曲線を排した直線のデザイン
グレイッシュな仕上だからこそ浮かび上がるチームカラーの「青」
スポーツ施設が集積する公園エリアの中で、緑に浮かぶスタジアムを創出
劇場スタイルの断面構成は、観客の調和、一体感を生み出している
合理性を追求した独自の架構と屋根デザインの融合で、唯一無二の外観をつくり出している
他にない回遊できるコンコースは、空間の明快さにより観客の安全性も高める
無駄な仕上をそぎ落とした硬質な外観が、チームが戦う砦を象徴する
緑の公園に浮かぶシルバーの屋根は、市立スタジアムとしてのシンボル性を帯びている
Jリーグスタジアムの新スタンダードとして、サッカーを最高に楽しむための欧州基準の観客席を実現
日本を代表するスタジアムとして、ACL、キリンカップ、CWC、天皇杯など国際、国内試合に利用されている
サッカーの試合時の選手や関係者の複雑な動線をシンプル化する平面計画
芝生育成のためにガラス屋根で日射を確保し、プランの工夫により、全方位に風の道を確保
観客の入場、退場動線を明確化した試合運営のしやすい階段、コンコースの計画
高効率空調機、全熱交換器の採用
既存交通機関を最大限に活用したアクセスルート
歩行者と車の動線を完全分離することで渋滞の発生を抑制、交通シミュレーションを実施
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公園の緑に浮かぶシルバーは周辺を映しこみ環境に溶け込む 
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